
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
を
重
層
的
に
行

い
、
広
島
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

目
的
。

　

メ
ー
ル
の
内
容
は
、広
島
大
学
の
概
要
、

最
近
の
出
来
事
、
大
学
の
取
り
組
み
、
各

部
局
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
国
際
的
に
評
価
さ

れ
て
い
る
も
の
）
な
ど
。
各
教
員
か
ら
海

外
の
つ
な
が
り
の
あ
る
研
究
者
に
、
自
身

の
最
近
の
業
績
や
取
り
組
み
も
加
え
て
発

信
し
て
い
く
。
初
回
は
８
月
に
配
信
し
、

今
後
は
年
３
～
４
回
配
信
す
る
予
定
。

　

本
学
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
・

教
育
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、英
文
の「
広

大
紹
介
メ
ー
ル
」
を
海
外
に
向
け
て
発
信

す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
学
が
持
つ
教
育
力
、
研

究
力
は
、
学
外
か
ら
見
え
に
く
い
状
況
に

あ
っ
た
。
本
学
の
実
力
を
正
し
く
評
価
し

て
も
ら
う
一
環
と
し
て
、
地
域
・
全
国
・

広
大
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
！

広
大
紹
介
メ
ー
ル
を
開
始

　

こ
れ
ま
で
本
学
で
は
平
成
26
年
７
月
、

学
長
の
下
に
生
命
科
学
系
分
野
と
人
文

社
会
科
学
系
分
野
の
２
つ
の
検
討
会
を

設
置
し
、
機
能
強
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。

　

生
命
科
学
系
強
化
の
た
め
の
検
討
会
で

は
「
研
究
科
を
再
編
し
、
新
た
に
生
命
科

学
系
の
研
究
科
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
生

物
生
命
科
学
分
野
の
教
育
研
究
機
能
の
強

化
並
び
に
全
学
の
教
育
研
究
機
能
の
向
上

に
つ
な
が
る
か
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
同

年
８
月
「
生
命
科
学
系
の
研
究
科
の
設
置

は
本
学
の
機
能
強
化
に
結
び
つ
く
」
と
結

論
を
出
し
て
い
る
。

　

一
方
、
人
文
社
会
科
学
系
強
化
の
た
め

の
検
討
会
で
は
「
研
究
科
の
大
括
り
化
に

よ
っ
て
、
人
文
社
会
科
学
系
分
野
の
強
化

に
つ
な
が
る
か
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
本

年
３
月
「
人
文
社
会
科
学
系
の
抱
え
て
い

る
問
題
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
同
時
に

研
究
科
の
再
編
・
改
組
が
解
決
の
特
効
薬

｜

文
部
科
学
大
臣
が
国
立
大
に
組
織
及
び
業
務
全
般
の
見
直
し
を
通
知

｜

　

平
成
27
年
６
月
８
日
に
出
さ
れ
た
、
国

立
大
学
に
既
存
の
学
部
な
ど
を
見
直
す
文

部
科
学
大
臣
通
知
「
国
立
大
学
法
人
等
の

組
織
及
び
業
務
全
般
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
を
受
け
、
本
学
で
は
専
門
分
野
の
教

員
等
を
中
心
と
し
て
、
６
月
に
「
生
命
・

生
物
系
分
野
強
化
検
討
W
G
」
を
、
７

月
に
「
人
文
社
会
科
学
系
・
学
際
系
分
野

強
化
検
討
W
G
」
を
新
た
に
学
長
の
下

に
設
置
し
た
。

　

文
科
省
の
通
知
で
は
「
特
に
教
員
養
成

系
学
部
・
大
学
院
、
人
文
社
会
科
学
系
学

部
・
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
廃
止

や
社
会
的
要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
に

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
」
求
め
て
い

る
。
18
歳
人
口
の
減
少
や
人
材
需
要
、
教

育
研
究
水
準
の
確
保
、
国
立
大
学
と
し
て

の
役
割
な
ど
を
踏
ま
え
た
組
織
見
直
し
計

画
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
第
３

期
中
期
目
標
期
間
中
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。

に
は
な
り
え
な
い
」
と
結
論
を
出
し
て
い

る
。

　

今
回
新
し
く
設
置
し
た
W
G
で
は
、

前
検
討
会
で
の
検
討
内
容
な
ど
も
参
考
に

す
る
が
、
原
則
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
本
学
の
機

能
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
教
育
研
究
組

織
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

本
学
の
機
能
強
化
に
向
け
、

　
　
　
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
検
討
を
開
始

　

本
学
の
被
爆
70
年
企
画
の
一
つ
で
あ

る
、
チ
ェ
コ
共
和
国
へ
の
原
爆
ド
ー
ム

破
片
石
材
「
デ
ン
テ
ィ
ル
」
の
寄
贈
式

を
８
月
６
日
、
医
学
資
料
館
で
実
施
し

た
。

　

今
年
被
爆
70
年
を
迎
え
る
こ
と
を
機

に
、
原
爆
ド
ー
ム
（
旧
広
島
県
物
産
陳
列

原
爆
ド
ー
ム
破
片
石
材

「
デ
ン
テ
ィ
ル
」
を
寄
贈

広
島
と
チ
ェ
コ
の
懸
け
橋
に

25
年
に
本
学
の
「
広
島
大
学
原
爆
瓦
発
送

之
会
」
の
学
生
ら
が
元
安
川
か
ら
採
集
し

た
。
ド
ー
ム
３
階
の
ひ
さ
し
の
飾
り
の
部

分
で
、
重
さ
は
約
80
キ
ロ
。

　

寄
贈
式
に
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
の
下

院
議
長
以
下
15
人
、
在
日
大
使
館
よ
り

大
使
以
下
５
人
が
参
列
し
、
越
智
学
長

か
ら
「
デ
ン
テ
ィ
ル
」
の
目
録
を
受
け

取
っ
た
。

　

寄
贈
し

た
原爆

ド
ー

ム
の

破
片

石
材

は
、

平
成

館
）
を
設
計
し
た
建
築
家
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル

氏
の
出
身
地
で
あ
る
チ
ェ
コ
共
和
国
に
寄

贈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
日
本
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
よ
り
要
請
を
受

け
、
同
委
員
会
が
実
施
す
る
「
医・科
学・

情
報
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
協
力
機
関
に
本

学
が
選
定
さ
れ
た
。

　

期
間
は
平
成
28
年
度
末
ま
で
の
２
年
間

で
、
今
後
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
体
力
調
査
）」
を
実

施
す
る
。

　
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
体
力
調

査
）」
は
、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
の
強
化
事
業
の
一
環
。
重
点
強
化
と
し

て
指
定
す
る
競
技
の
国
際
競
技
大
会
出
場

選
手
、
お
よ
び
強
化
対
象
選
手
の
基
本
的

な
体
力
の
特
性
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

当
該
競
技
団
体
や
選
手
自
身
に
測
定
結
果

を
継
続
的
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な

ど
、
強
化
指
導
現
場
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
学
の
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
活
動
は
、
中

国
・
四
国
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
拠
点

と
し
て
、
平
成
25
年
９
月
に
越
智
光
夫
教

授
（
現
学
長
）
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
本

学
病
院
内
に
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
。
現
在
は
、
広
島
県
体
育
協

会
、
広
島
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
県

内
の
有
望
ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
デ
ィ
カ
ル

チ
ェ
ッ
ク
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
チ
ェ
ッ
ク
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
関
し
て
も
、
国
際
大
会
へ
の
ト

レ
ー
ナ
ー
派
遣
や
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
学
内
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す

る
分
野
の
連
携
を
深
め
、
マ
ル
チ
ア
ス

リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
な
体
制
作
り
を

進
め
、
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
分
野
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
。

医
・
科
学
・
情
報
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

協
力
機
関
に
選
定
さ
れ
ま
し
た

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

朝
日
新
聞
社
「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
１
６
版
」
に
お
い
て
、
本
学
は
ト

ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
の
論
文
引
用
度
指

数
（
２
０
０
９
～
２
０
１
３
）
の
宇
宙
科

学
分
野
で
国
内
第
１
位
と
な
っ
た
。
同
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
、
２
０
１
２
版
｜
15
位
、

２
０
１
３
版
｜
８
位
、
２
０
１
４
版
｜
３

位
、
２
０
１
５
｜
１
位
と
着
実
に
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
を
果
た
し
、
今
年
度
は
昨
年
に
続

い
て
第
１
位
を
キ
ー
プ
し
た
。

　

ま
た
、
学
術
雑
誌
「
サ
イ
エ
ン

ス
」
へ
の
掲
載
論
文
数
（
２
０
０
９
～

２
０
１
４
）
の
執
筆
者
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
本
学
の
教
員
が
上
位
を
独
占
し
て
い

る
。

論
文
引
用
度
指
数

宇
宙
科
学
分
野
で
ト
ッ
プ

朝
日
新
聞
社

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
６
版
」

　

知
的
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

正
式
名
称
が
「
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン

タ
ー
」
に
決
定
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
供
用
開
始
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
「
知

的
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
運
営

等
検
討
W
G
」
お
よ
び
「
東
千
田
学

生
・
教
育
・
生
活
運
用
W
G
」
を
設

置
し
、
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う
運
営
な

ど
に
係
る
諸
課
題
な
ら
び
に
教
養
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
確
定
や
学
生
生
活
に

関
す
る
全
般
的
事
項
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

知
的
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
正
式
名
称

「
東
千
田
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
決
定
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 ■ 行事カレンダー　　　　                       ■８月～１０月

…第２ターム終了

…夏季休業

…オープンキャンパス

…職員健康診断（三原）

…経営協議会

…教育研究評議会

…秋季学位記授与式

…秋季入学式

　第３ターム開始

…教育研究評議会

…フェニックスリレーマラソン

8 月 11 日（火）　

8 月 12 日（水）

～ 9 月 30 日（水）

8 月 18 日（火）

　・19 日（水）

8 月 26 日（水）

9 月 2 日（水）

9 月 15 日（火）

9 月 25 日（金）

10 月 1 日（木）

10 月 20 日（火）

10 月 25 日（日）

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

▼
医
療
法
人
西
裕
会　
兼
山
整
形　

　
外
科
医
院 

院
長 

兼
山 

敦　
様

▼
河
野
修
興　
様

▼
佐
藤
利
行　
様

▼
重
信
隆
史　
様

（
五
十
音
順
）

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

● 

締
結
し
た
協
定

【
大
学
間
協
定
】▼
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
／
６
月

25
日
【
部
局
間
協
定
】
理
学
研
究
科
―
国

立
中
正
大
学
理
学
院
（
台
湾
）
／
６
月
２

日
▼
歯
学
部
―
ト
リ
サ
ク
テ
ィ
大
学
歯
学

部
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
／
６
月
10
日
▼
生

物
圏
科
学
研
究
科
―
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学

海
洋
科
学
水
産
学
部
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

／
７
月
１
日

● 

教
員
の
退
職
・
転
出
状
況

▼
学
術
・
社
会
産
学
連
携
室
／
井
出
太
郎

／
教
授
▼
大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院

／
出
家
正
隆
／
教
授
／
愛
知
医
科
大
学
▼

大
学
院
医
歯
薬
保
健
学
研
究
院
／
杉
本
洋

輔
／
助
教
／
県
立
広
島
病
院
（
７
月
31
日

付
）

　
広
島
大
学
外
国
人
留
学
生
を
援
助
す
る

会
は
、
平
成
26
年
度
、
学
内
外
の
会
員
か

ら
援
助
を
い
た
だ
き
、
私
費
外
国
人
留
学

生
へ
の
奨
学
金
支
給
︵
20
人
︶
の
事
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
た
ま
も

の
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

広
島
大
学
外
国
人
留
学
生
を

援
助
す
る
会
決
算
報
告

収入の部（円）
前年度より繰越
会費など
計
支出の部（円）
奨学金（月額 3 万円 6 カ月間）

計
差引残額（円）
収入額
支出額
次年度繰越金

2,600,725
3,202,064
5,802,789

3,600,000
3,600,000

5,802,789
3,600,000
2,202,789

（平成 26 年度）

「
未
来
を
拓
く
地
方
協
奏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」 　
　

　
第
３
回
若
手
研
究
者

　
　
シ
ー
ズ
発
表
会
を
開
催

リポート
　
７
月
９
日
、「
未
来
を
拓
く
地
方
協
奏

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
第
３
回
若
手
研
究

者
シ
ー
ズ
発
表
会
を
開
催
し
た
。
企
業
等

の
方
々
を
対
象
と
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
型
の

シ
ー
ズ
発
表
会
で
、
若
手
研
究
者
20
人
が

発
表
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
１
１
３
人
、

参
加
企
業
数
は
20
社
に
の
ぼ
っ
た
。

「
未
来
を
拓
く
地
方
協
奏
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」   

   

第
１
回
成
果
報
告
会
を
開
催

リポート
　
７
月
３
日
、「
未
来
を
拓
く
地
方
協
奏

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
第
１
回
成
果
報
告

会
を
開
催
し
た
。ロ
ー
ム
株
式
会
社・チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
技
術
顧
問
の
高
須
秀
視

氏
の
講
演
の
後
、
本
事
業
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
体
験
し
た
若
手
研
究
者
の
報

告
、
本
事
業
で
採
用
さ
れ
た
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
教
員
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
参
加

者
は
学
内
外
計
81
人
で
あ
っ
た
。

　
被
爆
70
年
を
迎
え
て
、
本
学
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
じ
平
和
を
考
え
る

場
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
国
内
外
へ
広
く
情
報
発
信
す

る
た
め
、
７
月
24
日
に
被
爆
70
年
特
設

サ
イ
ト
（
日
本
語
版
・
英
語
版
）
を
開

設
し
た
。

　
サ
イ
ト
で
は
、、
世
界
最
初
の
被
爆
地

で
あ
る
広
島
に
開
学
し
た
広
島
大
学
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
東
日
本
大
震
災
と
福

島
第
１
原
発
事
故
の
復
興
支
援
な
ど
の
様

子
と
と
も
に
、学
長
が
語
っ
て
い
る
ほ
か
、

被
爆
70
年
に
際
し
て
本
学
が
行
う
取
り
組

み
を
集
約
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

◆
被
爆
70
年
特
設
サ
イ
ト

http://w
w

w
.hiroshim

a-u.
ac.jp/70years_hu/index-j.htm

l

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
７
月
13
日
に
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
。
学

章
の
カ
ラ
ー
を
基
調
と
し
、「
見
や
す
く
、

知
り
た
い
情
報
に
素
早
く
ア
ク
セ
ス
で
き

る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
デ
ザ
イ

ン
に
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も

対
応
。
記
事
は
お
知
ら
せ
や
入
試
情
報

な
ど
の
項
目
ご
と
に
整
理
し
、
シ
ン
プ

ル
に
ま
と
め
た
。
画
像
や
動
画
を
積
極

的
に
活
用
し
て
本
学
の
活
動
・
研
究
成

果
を
分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
平
和
を
発
信

被
爆
70
年
特
設
サ
イ
ト
を
開
設

　
授
業
の
改
善
に
学
生
か
ら
の
声
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
７
月
16
日
か
ら
、
平
成
27

年
度
（
前
期
）
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　
教
育
・
国
際
室
で
は
、
教
員
か
ら
学
生

へ
の
回
答
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
学
生
は
、
回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
対
す
る
教
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
期

待
し
て
い
る
た
め
、
教
員
の
コ
メ
ン
ト
入

力
へ
の
協
力
を
強
く
望
む
。

【
学
生
に
よ
る
回
答
期
間
】７
月
16
日（
木
）

～
８
月
14
日
（
金
）

【
教
員
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
入
力
期
間
】
８

月
17
日
（
月
）
～
９
月
24
日
（
木
）

【
結
果
の
公
開
】
９
月
25
日
（
金
）

   

前
期
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に

   

ご
協
力
く
だ
さ
い

    

平
成
27
年
度

    

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
8/26,9/17

　
教
職
員
を
対
象
と
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
を
８
月
26
日
、
９
月
17
日
に
開

催
す
る
。

　
本
研
修
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
意
識
の
向
上
（
Ａ
コ
ー
ス
）
お
よ
び

知
識
の
習
得（
Ｂ
コ
ー
ス
）を
目
的
と
し
、

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
Ａ
コ
ー
ス
「
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
」
お
よ
び
Ｂ
コ
ー

ス
「
日
常
生
活
に
潜
む
ワ
ナ
。
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
手
口
か
ら
必
要
な
対
策
を
知
る
～

手
口
を
知
る
こ
と
は
最
も
有
効
な
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ

び
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
２
コ
ー
ス
各
４
回

実
施
す
る
。

◆
詳
細
は
「
い
ろ
は
→
【
学
内
】
イ
ベ
ン

ト
、
研
修
等
（
学
内
開
催
、
本
学
主
催
）」

に
掲
載
。

 

法
科
大
学
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

人
の
平
和
と
安
全
―
被
爆
70
年
・

　
　
　
　
　
　
広
島
土
砂
災
害
１
年
―
8/22

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
８
月
22
日
に
開

催
す
る
。
人
の
「
平
和
」
と
「
安
全
」
を

脅
か
す
諸
現
象
に
対
し
、
法
は
ど
の
よ
う

に
予
防
し
対
処
し
て
い
る
か
、
ま
た
法
に

携
わ
る
人
々
は
、「
人
の
平
和
と
安
全
な

生
活
の
保
障
」
の
実
現
に
対
し
て
い
か
に

貢
献
で
き
、
法
科
大
学
院
は
そ
れ
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
改

め
て
考
察
し
討
議
す
る
。

【
日
時
お
よ
び
場
所
】
８
月
22
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
／
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

３
０
２
教
室

　
法
務
研
究
科
は
「
人
の
平
和
と
安
全
―

被
爆
70
年
・
広
島
土
砂
災
害
１
年
―
」
と

 

第
３
回

  

広
島
大
学
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
10/25

　
広
島
大
学
体
育
会
主
催
に
よ
る
「
第
３

回
広
島
大
学
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
」
を
10
月
25
日
に
開
催
す
る
。
９
つ

の
参
加
部
門
を
設
け
、
２
人
～
10
人
で
構

成
す
る
チ
ー
ム
で
た
す
き
を
つ
な

ぎ
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
約
2.2 

km
の
特
設
コ
ー
ス
を
４
時
間
で
ど
れ
だ
け

周
回
で
き
る
か
を
競
う
。

※
小
雨
決
行

【
場
所
】
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス　

／
メ
イ
ン
会
場
…
北
第
３
駐
車
場
（
法
学

部
・
経
済
学
部
北
側
）

【
募
集
定
員
】
１
５
０
チ
ー
ム
（
１
チ
ー

ム
２
～
10
人
、
１
１
０
０
人
程
度
）

◆
詳
細
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

http://hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/
husa1rm

/husa/relaym
arathon/

広
島
大
学
と
首
都
師
範
大
学
の

共
同
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

銘
板
除
幕
式
を
実
施

リポート
　
７
月
10
日
、
本
学
と
共
同
大
学
院
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
設
置
を
進
め
て
い
る
中
国
・
北

京
の
首
都
師
範
大
学
で
、
越
智
光
夫
学
長

の
揮
毫
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
記
し
た

銘
板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

よ
り
山
本
恭
司
公
使
を
迎
え
た
ほ
か
、
本

学
中
国
校
友
会
の
メ
ン
バ
ー
も
多
数
参
加

し
た
。

　
こ
の
共
同
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

両
大
学
が
、
首
都
師
範
大
学
の
学
生
を
対

象
に
、
学
部
生
に
対
す
る
日
本
語
・
日
本

文
化
教
育
の
協
力
や
修
士
課
程
の
学
生
に

対
す
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
日
本
語
、

中
国
語
お
よ
び
英
語
の
素
養
を
あ
わ
せ
持

ち
、
日
中
両
国
の
文
化
・
習
慣
に
も
精
通

し
た
優
れ
た
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

除
幕
式
に

は
、
本
学
か
ら

越
智
光
夫
学

長
、
佐
藤
利
行

理
事
・
副
学

長
、
佐
藤
暢
治

北
京
研
究
セ
ン

タ
ー
長
ら
が
出

席
し
、
首
都
師
範
大
学
か
ら
も
宮
輝
力
学

長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
出
席
し

た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
日
本
大
使
館


